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図１．平面図の教材化（左上：元図面、右：修正図面、修正箇所）

具体的な修正内容

❶線種の整理
❷フォントの変更
❸文字の大きさを統一
❹開口部の寸法記入
❺壁厚の寸法記入
❻名称変更（ライト→照明器具）
❼家具の寸法記入
❽洗面棚詳細の表示
❾洗面棚（ハッチング）の表示
❿壁（ハッチング）の表示

⓫開口部詳細を記入
⓬コート掛け詳細の表示
⓭テーブル詳細の表示
⓮ベッド周囲の詳細の表示
⓯目地の位置変更
⓰庇の表示
⓱部材（床、壁）等の表示
⓲室内の寸法記入
⓳断面図のA-A´、B-B´の記入
⓴断面図、立面図との統一

具体的な修正内容

❶線種の整理
❷フォントの変更
❸文字の大きさを統一
❹洗面器の表示
❺タオル掛けの表示
❻床～壁までの寸法記入
❼数字の大きさを統一
❽巾木の表示
❾棚内部（ハッチング）の表示
❿壁、床（ハッチング）の表示

⓫CH＝の記入
⓬寸法線の統一
⓭仕口の表示
⓮把手の表示
⓯戸棚の色付け

図２．家具図（洗面棚）の教材化（左上：元図面、右：修正図面、修正箇所）

図３．折り紙建築図面
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写真１．南西側から撮った外観写真
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ものつくり大学　学長プロジェクト2010　ル・コルビュジエ「カップ・マルタンの休暇小屋」 洗面棚 (三面図・断面図
Wash shelf (Three sides diagram・Cross section diagram)

縮尺1:10/1:20 渡辺　薫恵
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ル・コルビュジエ「カップ・マルタンの休暇小屋」実測・施工図面の教材化 

 その 1：平面図を中心に  
八代研究室 

01612155 大川 結花     
                           

１．研究の背景及び目的 

現在大学キャンパスには、ル・コルビュジエが設 

計した「カップ・マルタンの休暇小屋」（以下、休 

暇小屋）の原寸レプリカが設置されている。これは、 

2011 年にスタートした学長プロジェクトの成果であ

る。レプリカ制作は実際に現地であるフランスに赴

き、現物を詳細に実測して図面を起こし、それに基

づき制作されたものである。本研究は、原寸レプリ

カの実測・施工図面の平面図を中心に教材化するこ

とを目的とする。 

２．修正図面（表１）  

休暇小屋の原寸レプリカ制作を一冊の本にまとめ

るにあたり、図面の整理を改めて行った。その際に

図面（平面図、立面図、断面図、建具図、家具図、

展開図、天井伏図、金物図）の不明確な箇所をレプ

リカで検証し、修正を加えた。下線が担当した図面

である。さらに表１に修正図面の種類、縮尺、主な

修正内容を記す。 
表 1 修正図面一覧 

３整理・修正の内容 

以下では、表１の修正図面一覧から平面図と家具

図（造り付けクローゼット）を主な項目として説明

する。 
３－１．平面図（図１） 

平面図では、まず線の太さに注目して修正した。

例えば図面において一番太い線は壁の断面を表現す

る際に使用❶し、一番細い線は寸法線を書く際に使

用❷した。壁部分はハッチング❿をする事により図

面にメリハリをつけ、見やすい図面へと修正を加え

た。また小屋内の目地⓯において、レプリカと元図

面で相違が見られたので、実際に大学構内にあるレ

プリカで実測し、図面に修正を加えた。図面整理が

後半に差し掛かると特に図面間（平面図、立面図、

断面図）の統一⓴を意識し、文字の種類、文字の大

きさ、線種等を修正し統一した。 

３－２．家具図-洗面棚（図２） 

洗面棚では、まず寸法線の太さの調整❶と、文字

の大きさの調整❷を行なった。元々洗面棚独立の図

面だったが、洗面器とタオル掛けを追加挿入❹❺し

表す事でよりレプリカに近づける。また戸棚にはコ

ルビジュエの建築の特徴でもある色彩が用いられて

いる。この箇所の色付け⓯等を行う事によりレプリ

カを忠実に再現した。 

４．折り紙建築の制作（図３） 

今回の図面制作で得た知見・成果を折り紙建築

で表現した。（写真１）図面上では平面でしか見え

ていなかったものが、三次元に起こすことによっ

て新しい発見や学びを得ることが出来た。 
５．おわりに 

今回の研究で、教材化となる実測・施工図面の整

理を改めて行った。図面の表現の仕方や、よりレプ

リカを忠実に再現するよう意識し作業を行なった。

カップ・マルタンの休暇小屋の図面は今まで詳細が

存在していなかった。その建築をくり返し計測、検

証を行い、改めて精査する事で、より図面としての

価値が上がる。また本大学の教材として活用する事

が見込める。 
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図面の種類 縮尺 修正内容 

平面図 1/20 （枚数）5枚→1 枚 

天井伏図 1/50 （縮尺）1/20→1/50 

家具図①洗面器 1/5 （枚数）3枚→1 枚 

家具図①洗面棚 

   ②造り付けクロー

ゼット 

1/10 

 

①（枚数）5 枚→1枚 

②（枚数）2 枚→1枚 

（名称変更）服入れ→造り

付けクローゼット 


